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全ての始まりは、アフ
リカからの一本の電話だ
った。父の急死の知らせ

が、アフリカ系アメリカ人としての人生に意
味を求めていた男を突き動かした。人種の狭
間で揺れる想い。ケニアで見つけた父の夢…
第44代アメリカ大統領バラク・オバマの家族
と人種をめぐる半生の記録。

を
据
え
て
い
る
が
、
現
在
は
涸
れ
て
滝
水
を

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
滝
水
が
流
れ
落
ち

注
が
れ
る
池
は
細
長
く
広
い
。
滝
は
古
く
か

ら
庭
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、「
中
ノ
島
」
と

お
ぼ
し
き
所
に
石
橋
が
一
基
か
か
っ
て
お
り
、

現
在
は
そ
の
痕
跡
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

植
栽
は
多
め
で
、
主
に
「
つ
つ
じ
」
な
ど
の

低
木
か
ら
成
り
、
周
囲
に
松
や
木
斛

も
っ
こ
く

、
蘇
鉄

そ

て

つ

な
ど
を
配
し
て
い
る
。
作
庭
期
が
伝
承
ど
お

り
と
す
れ
ば
室
町
時
代
後
期
（
一
六
〇
〇
頃
）

だ
が
、
そ
の
体
裁
か
ら
実
際
は
時
代
が
か
な

り
下
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
般
的
な
庭
園
の
様
式
と
し
て
は
「
池
泉

ち

せ

ん

庭

園
」「
枯
山
水

か
れ
さ
ん
す
い

庭
園
」「
茶
庭
（
路
地
）」
が
あ

る
が
、
こ
こ
の
微
笑
庭
は
池
泉
庭
園
に
あ
た

る
。
庭
は
常
に
自
然
の
縮
景
と
し
て
造
形
さ

れ
、
さ
ら
に
庭
園
よ
り
遥
か
離
れ
た
岩
崖
、

樹
木
、
山
容
な
ど
、
視
野
に
入
る
景
色
を
借

景
と
し
て
取
り
入
れ
る
の
で
あ
る
。

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
転
出
さ
れ
る
と
き
は
、

利
用
カ
ー
ド
を
図
書
館
へ
ご
返
却
下
さ
い
。
図

書
館
の
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
（
展
示
室
）

●

日
時
　
４
／
11
（土）

15：

00
〜

紙
芝
居
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
４
／
４
・
18
（土）

15：

00
〜

絵
本
を
楽
し
む
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
４
／
16
（木）

10：

30
〜

お
は
な
し
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
４
／
25
（土）

15：

00
〜

と
し
ょ
か
ん
た
ま
ご
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
４
／
24
（金）

10：

30
〜

長
門
読
書
会
（
研
修
室
）

●

日
時
　
４
／
11
（土）

13：

30
〜

よ
み
っ
こ
く
ら
ぶ
（
ゆ
や
分
館
）

●

日
時
　
４
／
11
・
25
（土）

15：

00
〜

新
着
案
内
（
本
館
／
一
部
）

「
は
て
、
面
妖
」
岩
井
三
四
二
、「
ほ
う
き
星

●
３
月
20
日
（金）
は
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す

３
月
20
日
（金）
は
春
分
の
日
で
祝
日
と
な
り
ま

す
が
、
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間

本
館
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

分
館
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
本
館
所
蔵
Ｃ
Ｄ
の
貸
出
を
始
め
ま
す
！

４
月
１
日
よ
り
、
本
館
所
蔵
の
Ｃ
Ｄ
の
貸
出

を
始
め
ま
す
。

■
貸
出
本
数
　
ビ
デ
オ
と
合
わ
せ
て
一
人
２
本

ま
で

■
貸
出
期
間
　
１
週
間
（
延
期
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
ご
利
用
の
際
の
注
意
点

１
　
返
却
は
必
ず
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
ち
く

だ
さ
い
（
夜
間
ポ
ス
ト
へ
入
れ
ら
れ
破
損
し

た
場
合
は
弁
償
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
）

２

盤
に
傷
が
つ
い
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
職
員
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
多
く
の
人
が
利
用
さ
れ

ま
す
の
で
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

●
転
出
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
は
、
転
出
さ
れ
る
と
使

４／４（土）13：30～
「バックスと

トゥイーティー」
（40分）

三
隅
・
下
中
小
野
に
曹
洞
宗
明
峰
寺
が
あ

る
。
明
峰
寺
は
昔
は
能
禅
寺
と
称
し
、
今
の

湯
免
温
泉
の
場
所
で
天
台
宗
の
寺
院
だ
っ
た

が
廃
寺
と
な
っ
た
。
そ
の
後
天
文
十
一
年

（
一
五
四
二
）に
大
寧
寺
十
世
奇
伯
瑞
　
禅
師

が
再
興
し
て
禅
宗
に
改
め
、
自
ら
第
一
祖
と

な
り
大
内
氏
歴
代
の
霊
牌
所
と
し
た
。

慶
長
年
間
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）
に

な
っ
て
三
隅
郷
の
給
嶺
主
堅
田
元
慶

か
た
だ
も
と
よ
し

（
毛
利

輝
元
の
重
臣
、
寄
組

よ
り
ぐ
み

、
知
行

ち
ぎ
ょ
う

六
千
石
余
）
が

二
十
石
を
寺
に
寄
進
し
、
実
父
「
明
峰
昌
悟

大
居
士
」
の
菩
提
を
弔
い
、
寺
号
を
戒
名
に

ち
な
ん
で
明
峰
寺
と
改
め
現
在
の
地
に
移
し

た
。
さ
ら
に
、
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
萩

藩
か
ら
六
石
余
と
境
内
山
林
が
寄
進
さ
れ
、

そ
の
後
、
毛
利
氏
の
霊
牌
所
と
さ
れ
、
江
戸

時
代
に
は
明
峰
寺
飴
で
も
賑
っ
た
。

さ
て
、
境
内
に
は
古
雅

こ

が

に
富
ん
だ
庭
園

「
微
笑
庭

み
し
ょ
う
て
い

」
が
あ
る
。
庭
園
は
本
堂
・
庫
裏

く

り

の

北
面
に
開
け
る
池
泉
鑑
賞
式
庭
園
で
あ
る
。

こ
の
作
庭
は
、
雪
舟
の
弟
子
と
伝
承
さ
れ
て

い
る
が
確
か
な
史
料
は
な
い
。
庭
園
は
、

借
景

し
ゃ
っ
け
い

と
し
て
裏
山
を
見
事
に
取
り
入
れ
て
お

り
、
し
か
も
静
寂
な
雰
囲
気
を
感
じ
る
の
は
、

さ
す
が
禅
寺
の
庭
園
で
あ
る
。

庭
の
構
成
は
、
中
心
に
二
段
の
滝
の
石
組

明
峰

め

い

ほ

う

寺じ

の
庭

微笑庭

（
上
・
下
）」
山
本
一
力
、「
警
官
の
紋
章
」
佐
々

木
譲
、「
ふ
た
り
の
季
節
」
小
池
真
理
子
、「
幕

末
史
」
半
藤
一
利
、「
完
全
マ
ス
タ
ー
型
染
め
レ

ッ
ス
ン
」
土
谷
直
人

ほ
か

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
利
休
に
た
ず
ね
よ
」
山
本
兼
一
、「
い
つ
も
そ

ば
に
い
る
よ
」
江
上
剛
、「
風
花
病
棟
」
帚
木
蓬

生
、「
自
分
道
」
玉
岡
か
お
る
　
ほ
か

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
の
必
要
性

明峰寺

明峰寺（三隅・下中小野）

第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
管
内
の
平
成
20
年

の
船
舶
か
ら
の
海
中
転
落
者
は
77
人
で
、
そ
の
内

着
用
者
は
38
人
（
死
亡
･
行
方
不
明
者
は
０
人
）、

非
着
用
者
は
39
人
（
同
12
人
）
で
し
た
。

海
に
出
る
と
き
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し

よ
う
！
　
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
退
去
を
大
家
に
申
し
出

た
と
こ
ろ
、
契
約
当
初
に
支
払
っ
た
敷
金

が
返
還
さ
れ
な
か
っ
た
。
原
状
回
復
費
用
と
し

て
別
途
14
万
円
の
請
求
を
受
け
て
い
る
。
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

契
約
書
面
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
請
求

内
容
の
明
細
を
求
め
、
国
土
交
通
省
が
民

間
賃
貸
住
宅
の
原
状
回
復
の
定
義
と
費
用
負
担

に
つ
い
て
一
般
的
な
ル
ー
ル
を
示
し
た
「
原
状
回

復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
参

考
に
、
大
家
と
交
渉
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
際
、
借
り
主
は
元
の
状

態
に
し
て
明
け
渡
す
義
務
（
原
状
回
復
義
務
）
が

あ
り
ま
す
。
原
状
回
復
義
務
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、
借
り
主
が
借
り
た
当
時
の
状
態
に
戻
す
こ

と
で
は
な
く
、
普
通
の
住
み
方
、
使
用
の
仕
方
を

し
て
い
れ
ば
、
修
理
費
用
な
ど
の
負
担
義
務
は
な

く
、
そ
の
ま
ま
返
せ
ば
よ
い
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
借
り
主
の
故
意
や
過
失
に
よ
る
損
傷
・
破
損

の
修
復
費
用
は
負
担
義
務
が
あ
り
、
敷
金
等
で
精

算
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
、
契
約
す

る
前
に
、
退
去
時
の
原
状
回
復
な
ど
に
つ
い
て
、

契
約
内
容
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

Ａ Ｑ

敷金と原状回復敷金と原状回復

４／25（土）13：30～
「スプーンおばさん⑩」

（60分）

生存者

69%

死亡・行方
不明者

31%

平成20年
海中転落者のうち

100％


